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外
付
け
に
し
な
い
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

学
生
を
ど
う
育
て
、
ど
う
社
会
に

送
り
出
す
の
か
。
特
に
地
方
私
立
大

学
に
と
っ
て
、
大
学
の
出
口
の
問
題

は
最
重
要
課
題
と
言
っ
て
い
い
。

　

今
や
ほ
と
ん
ど
の
大
学
が
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
行
う
が
、
そ
の
実
態
は
、

旧
来
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
維
持
し

た
ま
ま
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
主

導
し
て
就
職
支
援
の
セ
ミ
ナ
ー
や
講

演
会
を
行
う
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん

ど
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
あ
く
ま
で
も

「
外
付
け
」
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
な
か
、「
学
士
力
こ
そ
就

業
力
」
と
と
ら
え
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
な
か
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
組
み
入

れ
て
い
る
大
学
が
あ
る
。
２
０
１
２

年
度
、
札
幌
大
谷
大
学
に
新
設
さ
れ

た
社
会
学
部
地
域
社
会
学
科
だ
。
地

域
社
会
で
長
く
活
躍
す
る
人
材
の
基

盤
づ
く
り
を
標
榜
し
、「
地
域
密
着
」

を
徹
底
す
る
学
部
で
あ
る
。

　

同
学
部
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

「
外
付
け
」
に
し
な
い
。
普
段
の
学

習
の
な
か
で
社
会
人
基
礎
力
を
養
成

し
て
い
る
。

　

初
代
学
部
長
（
２
０
１
２
年
４
月

～
１
６
年
３
月
）
を
務
め
た
平
岡
祥

孝
教
授
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
社
会
人
基
礎
力
と
学
士
力
は
大

き
く
重
な
っ
て
い
ま
す
。
学
士
力
の

向
上
を
通
し
て
社
会
人
基
礎
力
を
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

　

経
済
産
業
省
が
掲
げ
る
「
社
会
人

基
礎
力
」（
Ａ
Ｔ
Ｔ
）
は
、
前
に
踏

み
出
す
力
（A

ction

）、
考
え
抜
く

力
（T

hinking

）、
チ
ー
ム
で
働
く

力
（T

eam
w
ork

）
の
３
つ
で
あ
る
。

図
表
に
示
す
通
り
、
こ
の
社
会
人
基

礎
力
と
学
士
力
は
重
な
る
と
こ
ろ
が

多
い
。

　

こ
の
社
会
人
基
礎
力
を
さ
ら
に
掘

り
下
げ
て
い
く
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
と
し
て
求
め
ら
れ
る
汎
用
性
に

な
る
。
平
岡
教
授
は
説
明
す
る
。

　
「
高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
職
業

探
し
で
は
、医
者
や
看
護
師
、パ
テ
ィ

シ
エ
な
ど
専
門
職
ば
か
り
を
考
え
が

ち
で
す
が
、
実
際
に
は
多
く
の
生
徒

が
将
来
的
に
は
企
業
・
団
体
に
勤
め

ま
す
。
そ
れ
ら
の
職
場
で
は
、
専
門

職
種
で
切
り
分
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、

営
業
、
経
理
、
総
務
な
ど
に
配
属
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、

さ
ま
ざ
ま
に
対
応
で
き
る
汎
用
性
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、

汎
用
性
人
材
と
し
て
の
基
盤
を
整
え

て
お
く
と
い
う
の
が
、
地
域
密
着
型

の
大
学
の
役
割
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
普
段
の
学
び
を
通
し
て
、
そ
う

し
た
力
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
」

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
充
実

　

同
大
社
会
学
部
で
は
、
４
年
間
を

通
し
た
少
人
数
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
担
任

制
度
に
よ
っ
て
、
面
倒
見
の
良
い
教

育
を
展
開
す
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

教
養
教
育
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
融
合

し
、
日
本
語
力
の
養
成
と
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
す
る
。

　

日
本
語
力
は
、
社
会
人
基
礎
力
の

ベ
ー
ス
に
な
る
こ
と
か
ら
、
１
年
次

か
ら
徹
底
し
て
文
章
表
現
を
身
に
つ

け
る
。ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、

授
業
の
な
か
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
取
り
入
れ
る
ほ

か
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
や
「
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
科
目
で
実
践
的
な

活
動
を
す
る
。
そ
の
な
か
で
も
目
を

社会人基礎力を伸ばし
就業力につなげる
　　地方私立大の戦略
　経済産業省が掲げる「社会人基礎力」は「学士力」と大きく重なっている。学士
力の向上を通して、社会人基礎力は伸ばすことができる。こうした考えから、普段の
学習のなかで社会人基礎力を養い、就業力につなげる地方私立大がある。徹底した
地域密着でインターンシップを充実させるなど、その独自の取り組みを紹介する。
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ひ
く
の
が
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

の
科
目
だ
。

　

同
学
部
で
は
、
一
般
教
養
科
目
の

な
か
に
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ
～

Ⅲ
」
を
設
置
し
、
卒
業
要
件
単
位
と

し
て
い
る
。
２
年
次
の
前
期
「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ
」
で
仕
事
や
組
織

の
仕
組
み
に
つ
い
て
学
び
、
後
期
の

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅱ
」
で
社
会

で
必
要
と
な
る
常
識
や
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
学
ぶ
。
そ
し
て
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
Ⅲ
」
で
、
３
年
次
夏
休
み
の

５
日
間
を
利
用
し
て
、
受
け
入
れ
先

企
業
で
職
場
体
験
を
行
う
。

　

学
部
長
自
ら
企
業
開
拓
を
行
い
、

地
元
企
業
を
中
心
に
多
く
の
受
け
入

れ
先
を
確
保
し
た
。
希
望
者
は
全
員

必
ず
参
加
で
き
る
。「
受
け
入
れ
先

は
で
き
る
だ
け
学
生
の
希
望
に
沿

い
、
納
得
し
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
」
と
平
岡
教
授
は
話
す
。

　

２
０
１
５
年
度
は
、
３
年
生
44
人

の
う
ち
希
望
し
た
38
人
全
員
が
職
場

体
験
を
経
験
し
た
。

　

５
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
、

学
部
と
企
業
が
共
同
で
組
み
立
て
、

座
学
よ
り
も
、
主
体
的
に
体
験
で
き

る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
時
間

を
多
く
し
て
い
る
。

　

実
施
期
間
中
に
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
担

任
教
員
が
職
場
を
訪
問
し
、
実
習
の

様
子
を
確
認
す
る
。
こ
う
し
た
手
厚

い
サ
ポ
ー
ト
は
「
少
人
数
で
地
域
密

着
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
」
と
平
岡
教

授
は
胸
を
張
る
。

　

実
施
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
き
め
細
か

い
。
会
社
か
ら
の
評
価
表
を
も
と
に

キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当
の
教
員
が
個
人

面
談
を
行
い
、
社
会
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
・
常
識
・
意
欲
・
姿
勢
な
ど
、

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
課
題
を
振
り
返

る
。

　

ま
た
、
学
部
全
体
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実
習
報
告
会
を
開
き
、
発
表

を
通
し
て
学
び
の
定
着
に
つ
な
げ
た

り
、
他
の
学
生
が
ど
の
よ
う
な
体
験

を
し
た
の
か
情
報
共
有
す
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
実
際

に
働
い
て
い
る
若
手
社
員
と
交
流
す

る
機
会
も
あ
り
、
現
場
の
リ
ア
ル
な

状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

他
大
学
の
学
生
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
大

学
で
学
ん
だ
企
画
・
発
表
の
ス
キ
ル

を
生
か
す
場
面
も
あ
る
。
初
対
面
の

学
生
た
ち
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
、「
相
手
に
理
解
し
て
も
ら
う
に

は
根
拠
が
必
要
」
な
ど
と
課
題
に
気

づ
く
学
生
も
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
企
業
を

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
観
察
し
、
よ

り
自
分
に
合
っ
た
進
路
を
選
択
す
る

た
め
の
指
針
に
な
る
。
採
用
と
は
無

関
係
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
職
場
体

験
が
志
望
動
機
と
な
り
、
採
用
に
結

び
つ
け
た
学
生
も
い
る
と
い
う
（
２�

０
１
６
年
卒
業
生
の
う
ち
２
名
）。

泳
げ
る
体
力
は
大
学
で

　

同
学
部
の
一
期
生
は
、
２
０
１
６

年
３
月
に
卒
業
。
入
学
者
44
人
の
う

ち
42
人
が
卒
業
し
た
（
１
名
病
気
退

学
、
１
名
留
学
）。
進
学
・
留
学
等

を
除
く
就
職
希
望
者
38
人
全
員
が
地

元
有
名
企
業
を
中
心
に
正
社
員
採
用

で
２
月
中
に
内
定
し
た
。

　
「
４
年
間
の
学
生
生
活
で
き
ち
ん

と
学
び
を
積
み
重
ね
て
い
け
ば
、
就

職
活
動
は
何
も
恐
れ
る
必
要
は
な

い
。
大
学
で
は
働
く
基
盤
を
作
り
、

あ
と
は
職
場
で
具
体
的
な
仕
事
を
覚

え
て
い
け
ば
い
い
。“
泳
ぎ
方
は
企

業
で
、
泳
げ
る
だ
け
の
体
力
は
大
学

で
つ
け
る
”
と
い
う
こ
と
で
す
」
と

平
岡
教
授
は
言
い
切
る
。

�

（
取
材
・
文
／
沢
辺
有
司
）

図表　社会人基礎力と学士力
社会人基礎力（経済産業省）

Ⅰ　前に踏み出す力
　　（アクション）

①主体性
②働きかけ方
③実行力

Ⅱ　考え抜く力
　　（シンキング）

①課題発見力
②計画力
③創造力

Ⅲ　チームで働く力
　　（チームワーク）

①発信力
②傾聴力
③柔軟性
④状況把握力
⑤規律性
⑥ストレスコントロール

学士力（文部科学省）

Ⅰ　知識・理解
①多文化・異文化に関する知識の理解
②�人類文化、社会と自然に関する知識
の理解

Ⅱ　汎用的技術

①コミュニケーションスキル
②数量的スキル
③情報リテラシー
④論理的思考力
⑤問題解決力

Ⅲ　態度・志向性

①自己管理力
②チームワーク、リーダーシップ
③倫理観
④市民としての社会的責任
⑤生涯学習力

Ⅳ　総合的な学習経験と創造的思考力


